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山
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娼
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「おいしい水を一生懸命つくります」と奥大山の水のピーアール
をする従業員の皆さん

Soumu
楕円



■●■■′■■●■ ・．・：ヽ1■・

’F雷 竜・・・ ・暮；藁
．．等 碍 畢 漂 諾

水工場のなまえは

ヨーデルです
五
月
二
十
六
日
、
奥
大
山
の
水
処
理
加
工
施
設
の
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

御
机
集
落
か
ら
甘
酒
茶
屋
方
面
に
む
か
っ
て
い
く
途
中
に

完
成
し
た
水
工
場
「
ヨ
ー
デ
ル
」
。
年
間
二
十
五
万
本
の
生
産

を
行
う
予
定
で
、
五
人
の
従
業
員
が
作
業
に
従
事
し
ま
す
。

待
望
の
水
工
場
の
完
成
で
チ
ロ
ル
の
里
の
特
産
品
が
全
国

に
む
け
て
売
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。▲竣工式で挨拶をする福田町長

奥
大
山
の
水

処
理
加
工
施
設

の
竣
工
式
が
盛

大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、

厳
粛
に
神
事
が

執
り
行
わ
れ
た

あ
と
、
藤
原
助

役
が
経
過
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
福

田
町
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
「
国
・

県
を
は
じ
め
地

権
者
の
方
々
、

地
元
御
机
集
落

の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
県
内

初
の
水
工
場
が

こ
こ
に
完
成
し

た
こ
と
は
喜
び

る
よ
う
、
今
後
努

力
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
来
賓
各
位
の
祝
辞

の
あ
と
、
福
田
町
長
が
創
業
開
始

の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
作
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ヨ
ー
デ
ル
と
は

ア
ル
プ
ス
の
民
謡

さ
て
、
こ
の
水
工
場
の
名
ま
え

は
、
ヨ
ー
デ
ル
と
い
い
、
そ
の
意

味
は
、
裏
声
と
胸
声
を
交
互
に
お

り
ま
ぜ
て
歌
う
、
ア
ル
プ
ス
地
方

独
特
の
牧
人
の
民
謡
ま
た
は
歌
唱

法
で
す
。

ヨ
ー
デ
ル
の
し
ら
べ
が
人
々
に

高
原
の
か
お
り
を
届
け
る
よ
う
に

新
鮮
を
奥
大
山
の
水
を
多
く
の
人

々
に
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
㈲

に
た
え
ま
せ
ん
。

各
市
町
村
の
戦

国
時
代
と
い
わ
れ

る
昨
今
、
町
の
特

性
を
生
か
し
た
こ

の
水
工
場
が
起
爆

剤
と
な
り
、
大
い

に
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
県
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
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節
1
1

タンクローリーで運ばれた原水は

まず、調合タンクに貯蔵されます
①

「二二二二二二

原
水
を

二
一
〇
度
で

加
熱
処
理

げ
ま
す
。

そ
の
間
、
プ
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
で

ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、
次
の
工
程
に

送
り
ま
す
。

（4）

こ
こ
で
、
新
鮮
な
奥
大
山
の
水

が
ど
の
よ
う
に
し
て
、
製
造
さ
れ

る
の
か
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
原
水
を
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

・、　　　　　こ

無
菌
室
で

水
を
注
入

こ
の
工
程
で
は
、
ま
ず
、
水
を

つ
め
込
む
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
一
・
五

ー
（
四
ト
ン
車
）
　
で
、
く
み

上
げ
、
水
工
場
ま
で
運
搬
し

ま
す
。

そ
し
て
、
原
水
を
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
か
ら
注
水
し
、
ま

ず
調
合
タ
ン
ク
（
①
）
に
貯
蔵

し
ま
す
。

次
に
、
こ
の
殺
菌
装
置
（
②
）

で
熱
を
加
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
調
合
タ
ン
ク
か

ら
出
た
原
水
を
ま
ず
、
二
一

〇
度
ま
で
、
熟
を
加
え
て
、

殺
菌
を
し
、
そ
の
後
、
徐
々

に
八
五
度
ま
で
、
温
度
を
下

㊨

リ
ッ
ト
ル
用
）
を
洗
浄
し
ま
す
。

こ
の
装
置
を
ロ
ー
タ
リ
ー
リ
ン

サ
ー
（
③
）
と
い
い
、
ひ
と
つ
ず
つ
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
洗
浄
し
ま
す
。

き
れ
い
に
洗
浄
さ
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
次
に
、
水
処
理
製
造

ラ
イ
ン
に
の
せ
ら
れ
て
、
水
が
注

入
さ
れ
ま
す
。

こ
の
間
の
工
程
は
無
菌
室
で
行

わ
れ
、
安
全
で
新
鮮
を
水
を
提
供

す
る
た
め
の
最
も
重
要
を
作
業
で

す
。水

が
注
入
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
作
業
員
の
手
に
よ
っ
て
、
ひ

と
つ
ず
つ
、
キ
ャ
ッ
プ
が
取
り
付

け
ら
れ
ま
す
（
④
）
。

そ
の
後
、
キ
ャ
ッ
プ
を
機
械
に

よ
っ
て
密
封
し
ま
す
。
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脚
　
　
　
　
　
　
⑳

不
浮
物
な
ど
の

検
査
行
う

製
造
ラ
イ
ン
か
ら
出
て
き
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
一
本
ず
つ
光
を
あ

て
て
、
不
浮
物
な
ど
が
あ
る
か
を

い
か
を
検
査
し
ま
す
（
⑤
）
。

こ
の
時
点
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
ま
だ
熟
を
帯
び
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
工
程
で
熱
を
下
げ
る
た

め
に
ク
ー
ラ
ー
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
入
れ
ま
す
。

ボトル1本ずつシールを取り付ける作業員　⑥

宗蒜威
町内のみなさんへは

1本「251円」

町
内
の
み
な
さ
ん

は
、
次
の
所
で
、
「
奥

大
山
の
水
」
を
通
常

一
本
二
五
〇
円
の
ボ

ト
ル
を
二
〇
〇
円
で

販
売
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
－
A
江
府
町

農
協
マ
ー
ケ
ッ
ト

各
支
所

●
町
内
小
売
店

■■n

シ
ー
ル
を
は
り

日
付
印
を
押
し
て

で
き
上
が
り

水
工
場
「
ヨ
ー
デ
ル
」

℡
〇
八
五
九
（
七
五
）
三
九
五
〇

一
本
ず
つ
ボ
ト
ル
を
さ
び
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る

作
業
員
　
⑨

ク
ー
ラ
ー
で
温
度
を
下
げ
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
は
一
本
ず
つ
　
「
奥
大

山
の
水
」
　
の
シ
ー
ル
を
作
業
員
が

取
り
付
け
（
⑥
）
、
そ
し
て
、
熟
に

よ
っ
て
シ
ー
ル
を
取
り
付
け
る
シ

ュ
リ
ン
ク
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、
最

後
に
製
造
目
付
け
を
押
す
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、

奥
大
山
の
水
が
完
成
し
ま
す
。

で
き
上
が
っ
た
製
品
は
そ
れ
ぞ

れ
箱
づ
め
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

5）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



神奈川財産区12集落にテント寄贈
明倫小・俣野小の標語
応募児童を表彰

テントに応募標語を
掲載

▲表彰状を読み上げる佐々木会長（俣野小）

海
［
且
を
こ
え

山
一
久
世
町
盲
こ
え

交
流
事
業
花
咲
り

六
月
は
環
境
月
間
。
こ
の
た
び

神
奈
川
財
産
区
管
理
委
員
会
（
佐

々
木
正
会
長
）
　
で
は
、
地
区
内
十

二
集
落
に
テ
ン
ト
を
寄
贈
す
る
に

あ
た
り
、
明
倫
小
、
俣
野
小
の
三

年
生
以
上
の
児
童
た
ち
か
ら
、
豊

▲入選児童に楯を手渡す（明倫小）

か
を
自
然
を
大
切
に
し
て
も

ら
お
う
と
標
語
を
応
募
し
、

そ
の
入
選
作
品
を
テ
ン
ト
に

掲
載
し
、
環
境
保
全
へ
の
啓

発
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

六
月
六
日
、
八
日
の
両
日

明
倫
小
、
俣
野
小
で
入
選
し

た
四
人
の
児
童
た
ち
に
神
奈

川
財
産
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
及
び
楯
、
ま
た
応
募
し

た
児
童
と
学
校
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ユ

青空のもとハツラツとしたプレート
をする選手のみなさん

五
月
二
十
七
日

▲
－
二
十
八
日
の
両
日

あ
で
や
か
に
そ
ろ
っ
た
早
乙

女
の
踊
り
に
大
き
な
拍
手
が

↓
ま
き
お
こ
っ
て
い
ま
し
た髄

一
こ

けいい、

西
ノ
島
で
全
国
離

島
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
、

江
府
町
か
ら
二
チ

ー
ム
が
参
加
。

元
気
い
っ
ぱ
い

の
プ
レ
ー
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
四

日
、
五
目
の
両
日

県
境
交
流
綱
引
き

大
会
が
岡
山
県

久
世
町
に
開
催

さ
れ
、
そ
の
ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

に
1
A
江
府
町

婦
人
部
が
田
植

踊
り
を
披
露
し
、

大
き
な
拍
手
を

あ
び
て
い
ま
し

た
。

4号機ランナつり込み行う

明倫小・俣野小

俣野川発電所

●中国電力

花の栽培セット寄贈

▲下村次長から花の裁培セット
が手渡される（明倫小）

（6）

ナ
を
つ
り
上
げ
、
四
号
機
の
位
置

へ
と
運
び
、
無
事
に
作
業
は
終
り

ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
十
三
日
、
明
倫
小
、

俣
野
小
の
両
校
に
中
国
電
力
俣
野

川
建
設
所
か
ら
、
環
境
月
間
に
あ

わ
せ
て
、
花
の
栽
培
セ
ッ
ト
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

五
月
十
八
日
、
四

号
機
の
ラ
ン
ナ
　
（
ポ

ン
プ
水
車
）
　
の
つ
り

込
み
式
が
俣
野
川
発

電
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。巨

大
な
ク
レ
ー
ン

が
ゆ
っ
く
り
と
ラ
ン

▲ゆっくりとランナが4号機にすえつけら

⑳
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ふ
る
さ
と
の
伝
説
絵
本
に

「
七
色
ガ
シ
物
語
」

一
冊
八
百
円
で
販
売

武
庫
に
あ
る
七
色
ガ
シ

に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
絵
本

に
し
て
、
只
今
、
一
冊
八

百
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

こ
の
物
語
は
、
昔
、
半

の
上
集
落
に
お
城
が
あ
り
、

そ
の
城
主
の
息
子
と
娘
と

の
恋
物
語
。

こ
の
絵
本
の
絵
を
描
か
れ

た
の
は
、
佐
川
出
身
の
前
田

さ
ん
で
、
テ
レ
ビ
の
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
製
作
に
携

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
伝
説
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
絵
本
を
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▲やさしいタッチの絵がとても好評で

読みやすい「七色ガシ物語」

▲今後の国道計画に耳を傾ける参加者（日輪閣）

▲うなぎの稚魚を放流する遠藤会長（船馴l）

う
な
ぎ
の
稚
魚
な
ど
放
流

六
月
十
日
、
町
愛
漁
会
で

は
、
日
野
川
、
各
支
流
に
う

な
ぎ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し

た
。稚

魚
の
体
長
約
十
五
セ
ン

チ
。
約
三
年
間
た
つ
と
成
魚

と
な
る
そ
う
で
す
。

放
流
さ
れ
た
う
な
ぎ
の
稚

魚
は
元
気
に
上
流
に
向
け
て

お
よ
い
で
い
き
ま
し
た
。

六
月
十
日
、
四
八
二

号
線
期
成
同
盟
会
総
会

が
日
輪
闇
で
開
催
さ
れ

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
総
会
の
あ
と
、

完
成
し
た
江
美
新
橋
の

祝
賀
会
が
関
係
者
多
数

を
招
い
て
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

着物のニッセンから

車イス寄贈
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夏の全国交通安全運動

諺組毎唱

Ⅷ

童
謡
館
・
鳥
取
世
界

お
も
ち
ゃ
博
物
館
（
仮
称
）

招
〓
凰
二
日
二
日

ルール守って、安全運転
＝わき見運転せず・シートベルトをしめて＝

7月15日（金）～24日（日）

子
供
か
ら
大
人
ま
で
心
豊
か
に

楽
し
め
る
　
「
童
謡
」
と
　
「
お
も
ち

ゃ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
鳥
取
県
立

童
謡
館
（
仮
称
）
と
鳥
取
市
立
鳥

取
世
界
お
も
ち
ゃ
博
物
館
（
仮
称
）

が
、
全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
を
併

設
施
設
と
し
て
、
平
成
七
年
の
夏

に
開
館
し
ま
す
。

こ
の
ふ
た
つ
の
館
を
総
称
す
る

愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

ご
応
募
さ
れ
る
方
は
、
次
の
募

集
内
容
の
と
お
り
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

●
募
集
期
間

平
成
六
年
七
月
十
一
日
～
八
月

十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
次
の
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

①
館
の
名
称
と
そ
の
理
由

②
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号

●
送
り
先

〒
6
8
0
　
鳥
取
市
元
魚
町
三
丁
目
一

一
六
番
地
　
童
謡
館
・
お
も
ち
ゃ

博
物
館
開
館
準
備
事
務
所

●

21世紀消防団づくり推進事業

国
・
県
の
モ
デ
ル
町
と
し
て

夢
い
っ
ぱ
い
の
消
防
団

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
デ
ィ
ー
募
集
「

「
沖
縄
の
旅
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

消
防
ま
つ
り
を
開
催

十　　　十

▲赤を基調にしたキャンペーンレディーコスチュームのデザイン

（8）

本
年
度
か
ら
、
国
・
県
の
指
定

を
受
け
、
町
で
は
2
1
世
紀
消
防
団

づ
く
り
推
進
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。こ

の
事
業
は
、
町
民
の
生
命
財

産
を
守
る
消
防
団
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
、
消
防
ま
つ
り
な
ど
を
実
施
し
、

消
防
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

特
に
、
消
防
活
動
の
認
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
た

び
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
応
募
資
格

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
で
働
い

て
い
る
満
十
八
歳
以
上
　
（
平
成
六

年
四
月
一
日
現
在
）
　
の
健
康
で
明

る
い
女
性
（
た
だ
し
、
高
校
生
は

除
く
）

●
募
集
人
数

6
人

●
応
募
方
法

便
せ
ん
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
に
「
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日
・

職
業
・
勤
務
先
・
電
話
番
号
・
身

長
・
体
重
・
趣
味
」
を
記
入
の
上
、

上
半
身
・
全
身
の
写
真
（
各
一
枚

ず
つ
）
を
添
え
て
応
募
し
て
く
だ

●

さ
い
。

●
特
典「

沖
縄
の
旅
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

ま
た
、
式
典
な
ど
に
参
加
し
た
場

合
は
、
謝
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
し
め
切
り

平
成
六
年
七
月
五
日
（
火
）
必
着

●
送
り
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

江
府
町
役
場
・
総
務
課

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
の
仕

事
の
内
容

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
式
典
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
諸
行
事
へ
の
参
加

Soumu
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一

絵
本

『
七
色
ガ
シ
物
語
』

田
崗
中
腰

一
冊
八
〇
〇
円

武
庫
地
区
に
あ
る
七
色
ガ
シ
に

ま
つ
わ
る
伝
説
を
絵
本
に
し
た
「
七

色
ガ
シ
物
語
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
、
一
冊
八
〇
〇
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

江
府
町
役
場

企
画
商
工
観
光
課

℡
〇
八
五
九
（
七
五
）
二
二
二

［
㈲
且

七
色
ガ
シ
物
語
の
文
中
、
十
ペ

ー
ジ
に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
ま
す
。

誤
…
「
お
使
え
」
　
で
き
る
だ
け
で

正
…
「
お
仕
え
」
で
き
る
だ
け
で

▲自衛官募集ポスター

白
扇
岩
岩
望
串
脚

防
衛
庁
で
は
、
今
、
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
に
入
隊
す
る
と
身
分
は

特
別
職
国
家
公
務
員
と
在
り
、
俸

給
の
ほ
か
に
各
種
手
当
、
年
三
回

の
賞
与
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
年
数
に
応
じ
て
任

期
手
当
（
特
別
退
職
手
当
）
を
ど

も
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
募
集
種
目

二
等
陸
・
海
・
空
士
、
幹
部
候

補
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候

補
士
、
航
空
学
生
自
衛
隊
生
徒
、

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大

学
校
学
生

●
お
問
い
合
わ
せ
先

募
集
人
員
、
試
験
時
期
、
採
用

時
な
ど
詳
し
く
は
次
の
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
米
子
募
集
事
務
所

℡
〇
八
五
九
　
（
三
三
）

二
四
四
〇

※会議などによっては、場所・時間などが変更に

なることもありますので、ご確認ください。

新館オープン7月9日

大山鏡ケ成国民休暇村

瀞日毎恥竜恥
6月・7月

日　付 行　 事　 予　 定 日　付 行　 事　 予　 定

6／27（月）不要犬引取日 7／3 （日）西部消防操法大会（10：00）
県防犯協議会総会 県消防学校

28㈹ 県道倉吉・江府・溝口線期成会 4 （月）商工会町政講演会（19：30）
部落解放基本法制定促進実行委員会 町商工会館

2！粕や 日野川流域活性化センター総会 5 ㈹ 県・町土木事業要望交流会

30（杓 6 （水 県市町村振興課長来町、現地陳情会

7／1（劫 溝口署管内防犯協議会総会 7 休）機能訓練教室
鏡ヶ成新館竣工式

2 仕）職域親善バレーボール大会（12：30）　　　　町民総合体育館 8 （劫 郡身障者スポーツ大会（江府町）

（9）
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野馳㊨唱

②

第
4
1
回
県
勤
労
者

美
術
展
作
品
募
集

r
L●

ね
ら
い

昭
和
二
十
九
年
か
ら
始
ま
っ
た

鳥
取
県
勤
労
者
美
術
展
。

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
四

十
年
で
し
た
。

本
年
は
、
展
示
会
場
を
県
民
文

化
会
館
（
鳥
取
市
）
で
の
開
催
と

な
り
、
会
期
も
二
か
月
と
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
方
も
、
ど
ん
ど

ん
気
軽
に
ご
出
品
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
作
品
募
集
日
時

平
成
六
年
八
月
二
十
八
日
（
日
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時

●
作
品
搬
入
場
所

（
西
部
地
区
の
皆
さ
ん
の
場
合
）

西
部
総
合
事
務
所
へ
米
子
商
工
労

政
事
務
所
）

℡
〇
八
五
九
　
（
三
四
）
六
二
二

内
線
　
二
八
三

●
応
募
資
格

県
内
の
事
業
所
に
勤
務
ま
た
は

県
内
に
お
住
ま
い
の
勤
労
者

●
テ
ー
マ

自
由
（
未
発
表
の
も
の
）

●
応
募
規
格

・
写
真
－
－
－
四
つ
切
り
以
上
全
紙

ロ「鸞竺ご㌻二二二二

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
作
品
募
集

性
別
、
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

委
託
者
の
皆
さ
ん

（洋
　
画

日
本
画

1
十
号
～
六
十
号

・
書
道
　
－
　
二
三
〇
誓
×
七
〇
舛
ン

一
八
五
舛
ン
×
七
〇
舛
ン

九
〇
彗
×
九
〇
舛
ン

●
作
品
会
期
・
会
場

平
成
六
年
九
月
十
四
日
（
水
）

～
九
月
十
六
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
商
工
労
働
部
労
政
・
能

力
開
発
課

℡
〇
八
五
七
　
（
二
六
）
七
二
二
四⑳

●
ね
ら
い

き
れ
い
な
政
治
が
行
わ
れ
る
た

め
に
は
、
明
る
い
選
挙
が
大
切
に

在
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
に
、
明
る
い
選
挙
が
行
わ
れ
る

た
め
に
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

町
内
の
小
学
校
児
童
、
中
学
校

生
徒

●
募
集
し
め
切
り

平
成
六
年
九
月
九
日
（
金
）
ま
で

●
応
募
先

江
府
町
選
挙
管
理
委
員
会

●
ポ
ス
タ
ー
の
サ
イ
ズ

サ
イ
ズ
は
四
五
舛
ン
×
三
〇
彗
～

五
五
舛
ン
～
四
〇
舛
ン

●
そ
の
他

作
品
の
う
ち
右
下
に
県
名
、
学

校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

家
内
労
働
法
を

守
り
ま
し
ょ
う

●
家
内
労
働
法
と
は
？

製
造
、
加
工
業
者
や
販
売
業
者

な
ど
か
ら
委
託
を
う
け
て
、
自
宅

で
物
品
の
製
造
加
工
を
ど
に
従
事

し
て
い
る
家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん

の
工
賃
、
就
業
時
間
、
安
全
衛
生

な
ど
の
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る

た
め
に
定
め
ら
れ
た
法
律
で
す
。

●
家
内
労
働
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
は

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
き
ち
ん
と
記
入
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

●
工
賃
の
支
払
い
は
現
金
で
金
額

を
一
か
月
以
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
ま

し
ょ
－
つ
。

⑳

注
意
ク

お
年
寄
り
を
ね
ら
う

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

催
眠
商
法

安
売
り
や
講
習
会
を
名
目
に
人

を
集
め
、
最
初
に
日
用
品
や
食
料

品
な
ど
を
無
料
同
然
に
配
り
、
「
も

ら
わ
ね
ば
損
、
買
わ
ね
ば
損
」
と

い
う
一
種
の
催
眠
状
態
を
つ
く
り

だ
し
、
冷
静
な
判
断
を
失
わ
せ
、

最
後
に
市
価
よ
り
高
額
を
商
品
を

買
わ
せ
よ
う
と
す
る
商
法
で
す
。

こ
の
商
法
に
よ
り
、
あ
と
で
品

質
、
価
格
を
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や
返

品
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
ど
に

つ
い
て
問
題
が
お
き
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
多
く
が
家
に
お
ら
れ

る
お
年
寄
り
で
、
商
品
と
し
て
は

羽
毛
布
団
、
健
康
食
品
が
多
い
よ

う
で
す
。

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

万
一
、
ご
心
配
を
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
次
の
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
〇
八
五
九
　
（
三
四
）
　
二
六
四
八

3日㌫
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部
落
解
放
月
間
7
月
1

0
日
～
8
月
9
日

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を

町民のなかから生まれた

『江府町部落差別撤廃と

あらゆる差別をなくする条例』制定

大
跡
に

七
月
十
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で

の
一
か
月
間
は
鳥
取
県
部
落
解
放

月
間
で
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
月

議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
　
「
江

府
町
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
す
る
条
例
」
を
制
定

し
、
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
こ

と
に
な
り
、
町
同
和
教
育
推
進
協

議
会
の
各
支
部
、
各
事
業
所
に
お

い
て
も
積
極
的
に
研
修
会
な
ど
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
に
、
身
の
回
り
に
あ

る
部
落
差
別
に
つ
い
て
、
お
互
い

に
考
え
、
行
動
し
て
ま
い
り
ま
し

よ
ー
フ
。こ

の
日
間
中
、
県
下
で
は
様
々

を
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
主
を
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
同
和
問
題
講
演
会

●
七
月
十
八
日
（
月
）

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

●
米
子
市
公
会
堂

●
講
師

桃
山
学
院
大
学

教
授
　
沖
浦
和
光
氏

■
エ
コ
ー
葉
書
に
啓
発
広
告
の
掲

載
（
七
月
二
十
五
日
発
売
）

●
部
落
解
放
第
2
6
回
全
国
高
校
奨

学
生
集
会

●
七
月
二
十
八
日
～
三
十
日

●
県
民
文
化
会
館

匪画にご協力

ありがとうございました

中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所
建
設
所
前

守
谷
ち
ひ
ろ

下
村
道
夫

倉
本
峰
男

西
谷
信
広

小
林
　
章

江
尾
郵
便
局
前

瀬
野
徳
明

川
上
紀
夫

伊
田
史
昭

新
見
道
弘

井
上
佳
子

宇
田
川
サ
カ
エ

小
柳
睦
利

木
村
潤
一
郎

山
野
英
哉

砂
口
芳
弘

黒
田
浩
之

新
見
〓
即

大
谷
康
弘

J
A
江
府
町
本
所
前

五
月
三
十
日
（
月
）
に
町
内
四
か

所
で
献
血
が
行
わ
れ
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
を
実
施
場
所
ご
と
に
紹
介
し

ま
す
。
（
を
お
、
太
字
の
な
ま
え

は
四
〇
〇
c
c
を
献
血
し
て
い
た
だ

い
た
方
で
す
）

田
中
　
進

津
澤
恵
美
子

川
端
睦
子

江
府
町
役
場
前

竹
茂
幹
根

仲
田
温
子

岡
田
推
成

原
　
芳
恵

磯
江
由
書

冨
田
晋
司

磯
江
　
学

二
宮
佳
人

松
原
俊
二

上
原
美
千
代

森
田
幸
喜

三
上
由
理
子

篠
田
浩
恵

山
崎
贋
安

岡
田
典
枝

岸
本
和
久

池
田
健
一

千
藤
　
正

阿
部
篤
嗣

（11
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とこでも学ぼう
生涯学習システムづくり

5
月
号
で
は
、
生
涯
学
習
が
と

り
上
げ
ら
れ
る
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
急
速
を
「
科
学
技
術
の
進
歩
」

に
つ
い
て
ふ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
他
の
大
き
を
理
由
と
し
て
上

げ
ら
れ
て
い
る
　
「
余
暇
時
間
の
増

大
」
と
　
「
学
校
数
育
体
系
の
見
直

し
」
　
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
余
暇
時
間
の
増
大

左
の
蓑
は
、
厚
生
省
発
表
の
平

均
寿
命
の
統
計
結
果
（
簡
易
生
命

表
よ
り
）
　
で
す
。
戦
後
、
寿
命
は

（平成3年）

夫　妻

25・9　†
出産期間

定年後の期間

（17．2年）
老親扶養期間

（20．3年）

寡婦期間
（8．1年）

急
速
に
伸
び
て
、
昭
和

五
十
九
年
に
は
女
性
の

平
均
寿
命
は
八
十
歳
を

越
え
、
早
く
か
ら
男
女

と
も
七
十
歳
を
越
え
て

い
る
長
寿
国
の
ア
メ
リ

カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
等
を
抜
い
て
世
界

一
平
均
寿
命
の
長
い
国

と
在
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
こ
の
長
寿

社
会
の
傾
向
は
進
ん
で

ライフサイクルの比較（数字は年齢）

（大正9年）

夫　妻

結　　婚　28．4

長子誕生　29．9

末子護生　32．9

（第2子）

末子学卒　52．9

長男結婚　58．3

初孫誕生　59．8
定　　年　60．0

夫引退　65．0

出産期間
（14．7年）

（27．3年）

，⊥50．

48．6

51．0

51・2T
定年後の期間

慧間震亡77．2
5．3年）⊥：妄

寡婦期間
（4．2年）　：妻死亡　82．8

心
の
教
育
が
お
ろ
そ
か
に
在
っ
た

り
、
学
校
へ
の
依
存
傾
向
が
強
ま

っ
た
こ
と
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て

来
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
受
験
競
争
が
入
試
の
た

め
だ
け
の
学
力
つ
く
り
に
な
っ
て

い
る
状
況
を
改
め
て
、
将
来
の
実

生
活
に
役
立
つ
学
力
や
学
習
態
度

を
育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
今
ま
で
青
年
前
期
に
集
中

し
て
い
た
学
校
数
育
体
系
が
見
直

さ
れ
、
学
歴
だ
け
で
な
く
ど
こ
で

学
ん
で
も
、
い
つ
学
ん
で
も
、
そ

の
成
果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
よ

う
な
学
習
社
会
に
を
っ
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

la

結　　婚　25．0

長子誕生　27．4

末子誕生　39．7

（第5子）

末子学卒　54．7
長男結婚　52．4

初孫誕生　54．8
定　　年　55．0

夫引退　60．0
夫死亡　61．1

妻死亡

い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

又
、
下
の
図
は
大
正
期
と
現
在

と
の
平
均
的
を
一
生
の
過
ご
し
方

を
表
わ
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
比

較
し
て
み
る
と
男
性
は
三
・
四
歳
、

女
性
は
四
・
七
歳
晩
婚
化
が
進
み
、

少
子
傾
向
も
関
係
し
て
妻
の
出
産

㊨

期
間
は
十
年
も
短
か
く
を
っ
て
き

て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
子
供
を
扶
養
す
る
期

間
が
短
縮
さ
れ
た
だ
け
は
余
暇
時

間
も
増
し
、
定
年
後
の
期
間
も
お

よ
そ
三
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
週
休
二
日
制
を
採
用
す
る

事
業
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
増
え
て
く
る
自
由
時

間
を
「
い
か
に
有
意
義
に
利
用
す

る
か
」
と
い
う
過
ご
し
方
の
工
夫

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

◎
学
校
教
育
体
系
の
見
直
し

昭
和
六
十
二
年
、
臨
教
審
　
（
臨

時
教
育
審
議
会
）
は
、
生
涯
学
習

体
系
へ
の
移
行
を
国
に
提
言
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
を
理
由

の
ほ
か
に
、
学
歴
偏
重
の
社
会
が

進
み
、
入
試
の
た
め
に
知
的
面
に

重
点
が
お
か
れ
て
、
本
来
、
家
庭

で
や
る
べ
き
　
「
し
つ
け
」
　
な
ど
の

⑳

☆
％
　
日
野
郡
民
体
育
大
会

（
溝
口
町
）

☆
％
　
山
陰
少
年
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
　
（
小
学
生
）

☆
％
　
山
陰
少
年
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
　
（
中
学
生
）

☆
7
月
下
旬
　
水
泳
教
室

Soumu
四角形
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四角形



生涯学習伝言板

いつでも学ぼう
野
も
山
も
緑
が
あ
ふ
れ
、
雨
の

た
び
ご
と
に
洗
わ
れ
た
木
や
草
に

＝

グ

リ

ー

ン

シ

ャ

ワ

ー

＝

と

い

う

感
じ
が
し
ま
す
。

田
植
え
の
時
期
に
は
マ
ル
坊
主

だ
っ
た
田
の
畔
に
も
草
が
生
え
揃

い
、
清
風
に
ゆ
れ
る
ア
ザ
ミ
の
ト

ゲ
に
さ
え
豊
か
さ
を
覚
え
ま
す
。

こ
の
時
期
、
身
の
ま
わ
り
の
薬

効
の
あ
る
草
花
に
目
を
向
け
る
と

健
康
が
拾
え
そ
う
で
す
。
ク
コ
・

ド
ク
ダ
ミ
・
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
等

古
来
伝
え
ら
れ
て
い
る
薬
草
は
多

い
の
で
す
が
、
近
年
、
ス
ギ
ナ
が

ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー
ム
に
を
っ
て

い
ま
す
。

ス
ギ
ナ
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
類
の
カ

ル
シ
ウ
ム
や
、
ビ
タ
ミ
ン
B
・
C

を
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
う
ち
シ
リ
コ
ン
を
多
く
含
ん

で
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
気
を
治
す
た
め
に
医
療
を
用

い
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
予
防

的
に
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

と
い
う
原
点
に
た
て
ば
、
多
少
の

手
間
ひ
ま
か
け
て
も
自
然
の
力
を

借
り
る
こ
と
も
良
い
か
も
…
…
。

幸
福
に
暮
ら
す
こ
と
こ
そ
、
健

康
に
と
っ
て
絶
対
必
要
で
す
。
つ

ま
り
精
神
こ
そ
健
康
を
左
右
す
る

大
き
を
要
因
に
を
る
と
思
い
ま
す
。

緑
の
野
原
で
、
ゆ
っ
た
り
と
、

自
ら
の
た
め
に
草
花
を
摘
む
。

ま
さ
に
自
然
こ
そ
医
な
の
で
す
。

「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
」

つ

る
多
年
草
で
す
。

利
用
す
る
の
は
、
春
に
幼
茎
を

軟
化
し
た
み
ょ
う
が
た
け
と
、
夏

か
ら
出
る
花
茎
の
み
ょ
う
が
の
子

で
す
。「

著
荷
を
食
べ
れ
ば
物
忘
れ
す

る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の

親
子
で
即
妙
饗
桝
と
い
う
人
が
、

物
忘
れ
の
激
し
い
性
分
で
、
自
分

の
名
前
ま
で
忘
れ
る
の
で
、
絶
え

ず
名
を
札
に
書
い
て
身
に
つ
け
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
名
を
荷
う
か

ら
名
荷
、
そ
れ
に
草
冠
を
つ
け
て

「
君
荷
」
と
い
う
漢
字
が
で
き
た
。

と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
植
物
を
食
べ
て
健
忘
症
に
在

る
を
ど
は
荒
唐
無
稽
の
話
で
し
ょ

う
。
独
特
の
香
味
と
辛
味
が
身
上

の
み
ょ
う
が
は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し

た
味
覚
で
、
夏
の
香
り
を
十
分
に

味
わ
え
ま
す
。

み
ょ
う
が
（
著
荷
）

み
ょ
う
が
は
、
日
本

の
原
産
で
、
し
ょ
う
が

科
に
属
し
、
全
国
至
る

と
こ
ろ
に
自
生
し
て
い

▲熱心に聞いている児童－チロル文庫で

チ
ロ
ル
文
庫
は
、
毎
週
土
曜
日

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
図
書
館

で
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
新
着
図
書
の
ご
紹
介
）

○
や
が
て
京
し
き
外
国
語

村
上
　
春
樹

○
青
春
の
ヒ
ン
ト
　
辰
巳
　
琢
郎

○
森
瑠
子
の
料
理
手
帖森

　
　
堵
子

○
日
本
一
短
い
　
「
母
」
　
へ
の
手
紙

福
井
県
丸
岡
町
編

（
短
い
穀
に
こ
め
ら
れ
た
母
へ
の

熱
い
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
）

蓋
華

人
今
月
の
お
す
す
め
）

○
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
1
2
カ
月

ピ
ー
タ
ー
・
メ
イ
ル

石
造
り
の
農
家
、
オ
リ
ー
ブ
の

古
木
、
恥
部
畑
、
南
仏
プ
ロ
ヴ
ァ

ン
ス
に
移
り
住
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
人

の
、
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
の
「
人

間
の
楽
園
」
　
か
ら
の
報
告
。
こ
ん

な
暮
ら
し
が
あ
れ
ば
、
ほ
か
に
は

な
に
も
要
ら
な
い
。
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●●●鍵㊨・、．　、

熱心症出場梗塞
●狭心症

動脈硬化で狭くなった心臓の血管

（冠動脈）にけいれんが起こり、一

時的に血液が流れなくなって心臓の

筋肉が酸素不足に陥ります。

●心筋梗塞

動脈硬化で狭くなった冠動脈に血

のかたまり（血栓）ができ、血液が

止められ、心筋の一部が死んでしま

います。

よせ雲芋

心臓病予防は

生活習慣の改善から

棄兎

心臓病は、がんについで死亡順位の発

2位。中でも目立って増えているのガ狭

心症や心筋梗塞のような動脈硬化による

虚血性心疾患です。脳卒中と同様に、日

常生活の改善と、血管をいたわる食生活

か予防のカギとなります。

㊨～05をキャッチ傍こんな症状肋たらすあやかに受診を

①少しの動作で動博、　②心臓の鼓動に

息切れがする　　　　　　乱れがある

笑ヤ梁ウキ

健
康
い
ち
ば
ん

⑳息苦しくなって　④理由もなく、のど、　⑤足がむくむ

目をきます 耳、肩、腕、手、

歯に痛みがある

3日盟

Soumu
四角形
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人の動き
5月届

蓋宴、）ム

／　　　＼

1

／　ノ

⑳

」
め
い
福
を

祈
り
ま
す

（
氏
　
名
〓
年
齢
一
（
世
帯
主

安
田
シ
ズ
工
機
佳
正

白
住
前
田
ち
よ
子
臓
本
人

〔
悠
鰭
で
と
う

（
住
所
）
　
（
出
生
児
〓
保
護
善
（
続
柄
）

助
澤
　
加
藤
　
尚
子
忠
和
二
女

新
一
古
川
　
泰
弘
清
弘
長
男

平成6年5月届
前月比

世帯数1，256世帯（＋4）

人　口4，549人（＋11）

男　2，175人（＋1）

女　2，374人（＋10）

∴ ■〇

・や ■・・
○ ：

梯 蓄 電 雲 　 ・－■や ■・1

湖 牽き 紫 雲 ＝
・∴ ：q ‾1● 1 h L，＿・・ ・一年

一　　 ・　　　　　　　　 ●　　■　　　　　　　　　 ■空讐等提］

まあ、これくらいなら大丈夫！？

その心の油断が火事のもと

⑳
六
月
十
九
日
で
、
無
火
災
八
五

〇
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
町
内
の
皆

さ
ん
の
日
頃
の
火
の
元
点
検
な
ど

に
よ
る
成
果
の
た
ま
も
の
だ
と
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ひ
と
口
に
八
五
〇
日
と
い
っ
て

も
、
約
二
年
四
か
月
あ
ま
り
の
月

日
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
消
防
白
書
（
平
成
五
年

版
）
　
に
よ
る
出
火
原
因
を
み
て
み

る
と
、
次
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
た
ば
こ
、
②
こ
ん
ろ
、
③
放
火
、

④
た
き
火
、
⑤
放
火
の
疑
い
、
⑥

火
あ
そ
び
、
⑦
ス
ト
ー
ブ
、
⑧
電

灯
・
電
話
を
ど
の
配
線
、
⑨
風
呂

か
ま
ど
、
⑲
マ
ッ
チ
：
フ
イ
タ
ー

①
た
ば
こ
は
、
出
火
原
因
の
一

一
・
三
％
を
占
め
て
お
り
、
以
前

ま
で
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
こ
ん
ろ
を

ぬ
い
て
第
一
に
を
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
ば
こ
の
出
火
原
因
の
ほ

と
ん
ど
が
、
投
げ
捨
て
に
よ
る
も

の
が
最
も
多
く
、
次
に
、
転
倒
・
落

下
、
消
し
忘
れ
と
を
っ
て
い
ま
す
。

を
に
げ
な
く
、
捨
て
た
た
ば
こ

の
火
が
大
き
を
火
災
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
、
普
段
か
ら
注
意

を
払
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
も
、
火

を
取
り
扱
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま

す
が
、
何
度
も
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

く
せ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
く
ら
い
な
ら
、
大
丈
夫
と

い
う
心
の
油
断
を
ま
ず
お
互
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
（
係
）

」
結
婚お

め
で
と
う

錯
美
奈
絹
）
㌍
㌍
b

山
根
　
浩
司

長
谷
川
史
恵

武
庫

京
都
市
か
ら

町
営
住
宅
国

入
居
者
募
集

●
募
集
内
容

・
一
戸

●
入
居
条
件

・
所
得
制
限
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ
先

・
役
場
・
建
設
課

℡
〇
八
五
九
（
七
五
）
二
二
一
一

ヨ
3
3
ヨ

▼
　
「
ヨ
ー
デ
ル
」
と
は
、
ド
イ

ツ
語
で
、
裏
声
と
胸
声
を
交
互

に
お
り
交
ぜ
て
歌
う
、
ア
ル
プ

ス
地
方
独
特
の
民
謡
ま
た
は
、

歌
唱
法
の
こ
と
で
す
。

奥
大
山
の
水
処
理
加
工
施
設

に
付
け
ら
れ
た
名
称
が
、
こ
の

ヨ
ー
デ
ル
で
す
。

チ
ロ
ル
風
の
施
設
で
、
新
鮮

を
奥
大
山
の
水
が
次
々
と
生
産

さ
れ
る
よ
う
す
は
ヨ
ー
デ
ル
の

歌
声
の
よ
う
に
、
人
々
の
心
の
を

か
ま
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
れ

そ
う
で
す
。

カ
タ
カ
ナ
語
の
、
に
が
手
を
方

が
ヨ
ー
デ
ル
と
い
う
の
は
、
水
が

よ
う
で
る
か
ら
、
そ
う
名
付
け
た

の
か
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
あ
る

よ
う
で
す
が
。
い
つ
ま
で
も
絶
え

る
こ
と
な
く
、
湧
き
出
す
奥
大
山

の
水
が
、
全
国
各
地
に
人
気
を
博

す
る
よ
う
に
、
今
日
か
ら
私
も
ピ

ー
ア
ー
ル
マ
ン
の
心
意
気
で
頑
張

り
ま
す
。

▼
消
防
団
づ
く
り
推
進
事
業
で
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
色
は
、
ま

ば
ゆ
い
ば
か
り
の
赤
。

町
を
守
る
消
防
団
の
活
性
化
に

花
を
添
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ

ィ
ー
。
一
生
の
思
い
出
に
ぜ
ひ
、

多
数
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

15）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



甲辱璽三富お年寄りと話すことは
⑨　甘沙留

とても楽しいです

JA江府町勤務松本美佐子さん（19歳）

発
行
．
江
府
町
役
場
●

郡
8
8
㍍
が
）
摘
紬
増
謂
＝
鰻
拍
雷
が
∬
9
5
●
　
編
集
・
総
務
課
　
印
刷
・
富
士
印
刷

＊つとめて何年ですか？

1年になります。お年寄りと話をするのが、とても楽しい

です。だから、この江尾マーケットは大好きです。

＊行ってみたい所は？

北海道です。でも、夢がかなって、今月、農協の研修で行

きます。

＊好きな男性のタイプは？

やさしくて、思いやりのある人。

目を輝かせて、野球の話をする遠藤さん

駕

さわやかな笑顔で、お客さんと話をする松本さん

ヒットを打った時が

最高です

江府技研コンサルタント勤務遠藤　進さん（18歳）

一／　→、ノノー

■
▼

＼

芦

⊥二二「
も．j寧

＊こちらにつとめて何年ですか？

今年の4月に入社したばかりです。

先輩にいろいろと教えてもらいをがら頑張っています。

＊趣味は？

野球。江府パイオニアでセンターを守って、一番を

打っています。ヒットを打った時が、なんともいえま

」せん。最高ですね。

一ヽ－、』ヽ

＊好きな女性のタイプは？

わがままでない人。

！貰＊町にのぞみたいことは？
専用の野球場があればと思います。

■i．∴∴一一
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